
初めて「あきらめない」をご覧いただく方

もいらっしゃると思います。県司法書士会

浜松支部が平成２９年から年に数回ずつ

不定期的に発行しているこの紙面は、こ

れまで主に、福祉職に携わる方々に対す

る債務整理、成年後見、相続、悪質商法

など、法律面での情報発信をしながら、さ

まざまな問題を抱える相談者を法と福祉

の両面でサポートしながら問題解決の糸

口を探るためのきっかけ作りとして発刊を

始め、今号が第２４号となります。

支部長も紙面もリニューアル！

静岡県司法書⼠会浜松⽀部 第2４号
令和５年5⽉

ちょうどこの４月から当支部の執行体制が変わり、私が新支部長に就任した

ことを契機に、これまでは福祉職の方々を中心にご案内していた本紙をリニ

ューアルし、司法書士会がお世話になっている多くの関係機関の皆さんにも

ご案内することといたしました。

「あきらめない」 ちょっと変わったタイトルですが、このタイトルには私たちの

強い想いが込められています。私たちは日々、様々な法的問題について相

談を受けます。ステレオタイプに解決策が提案できるものばかりではありませ

んし、費用、意思疎通、家族との関係、メンタル面、法的構成や立証面での

課題など、問題解決のためにはさまざまなハードルを乗り越えなければなりま

せん。しかし、相談を受けた私たちがあきらめてしまえば、相談者は一生その

問題に苦しみ続けなければなりません。

「何としても解決に導こう！」 そんな想いを込めてお届けする紙面となりま

す。 どうぞご笑覧ください！！ 【浜松支部 支部長 中 里 功】

□ 「法テラス」（日本司法支援センター）の「民事法律扶助」とは？

裁判や債務整理等に関する司法書士費用や弁護士費用を法テラス

が支援する制度です。法テラスの審査の結果、利用が認められれば法

テラスが司法書士費用・弁護士費用を立て替えて支払い、利用者はそ

の後、法テラスに少額ずつ無利子で分割返還します。

□ 「民事法律扶助」の利用手順

法テラスに「民事法律扶助」を直接

申込むのではなく、司法書士事務所

や弁護士事務所に法テラスの利用

を希望すれば、司法書士や弁護士

が申込み手続きを行います。

法テラスで「民事法律扶助」について相談をすると、利用に関する説

明などをしてくれますが、司法書士や弁護士への依頼については相談

者自身で選ぶよう回答されることが通例です。おそらく、法テラスが公
的機関という側面を有しているため、個別の司法書士や弁護士を紹介

することが難しいのでしょう。

したがって、収入や資産の状況から、司法書士に

依頼することが難しいと思っても、

① 相談者・依頼者が、司法書士事務所を訪れる。

②司法書士が、依頼者の事情を聴取した上で、法

テラスに提出すべき書面を作成し申込みを行う。

の手順で、民事法律扶助の利用が可能です。

法テラスの利用をお考えの場合でも、お気軽に直接、

司法書士にご相談ください。



民 事 信 託

クーリング・オフ

成年後見制度と選挙権

借 金 問 題

福祉と法律との連携支援

災害時における要支援者対応

お問合せ先
参加希望・ご質問は下記メール・電話番号迄ご連絡下さい。
司法書士飯田真之事務所 担当 飯田

メールアドレス ma.iida0424@gmail.com
電 話 番 号 0538-30-7253

※事例検討会・懇親会の詳細については後日あらた
めてご案内をさせていただきます。

当支部では、行政・福祉等の相談機関の方々に法的な問題を学んでいた
だくと共に連携を深めるため、定期的に事例検討会を開催してきました。
今後はより多方面の方々との連携を広めていくことを予定しております。
下記に、これまで開催した事例検討会を簡単に掲載しましたので、奮っ

てご参加いただくようお願い申し上げます。

事 例 検 討 会
今回のテーマ 空き家問題

※年々増加傾向にある空き家の問題点・原因・解決策等
について学びましょう。

時 間 １４時３０分～１７時００分
開催方法 ハイブリッド形式

(会場＋ＺＯＯＭ使用）
会 場 クリエート浜松

懇 親 会
※ざっくばらんに意見交換をしましょう‼

時 間 １７時半～(会場未定）会費６千円

開催日 令和５年７月５日(水）

過去の事例検討会のご紹介

相 続 問 題

複数の事例を題材にクーリング・オフの適用の
可否を参加者の皆さんに検討してもらいました。

相続の基礎知識・故人に多額の借金がある場合
に利用される「相続放棄」について学んでいただ
きました。

破産のメリットやデメリットについて学んだ後、債務整理後の生活再建に向けた法律
と福祉のそれぞれの面からのアプローチについて意見交換をしました。

民事信託の基礎知識や事例を基にどのような場面で信託が活用できるのか等を学
んでいただきました。

福祉の方との連携事例を題材に生活困窮者支援について学んでいただきました。

成年被後見人等の投票を題材に要支援者の意思決定支援について検討しました。

昨年の県内各地おいて大きな被害をもたらした台風１５号について、実際の相談現
場を題材とした被災者支援について検討いたしました。


